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Ⅰ 単元の構想 

１ 単元観 

本単元は必修科目「歴史総合」の「Ｂ近代化と私たち」（４）に位置し、現代的な諸課題の形成に関

わる近代化の歴史について学習する単元である。現代にはこの時期の変化の中で形成された様々な社会

課題が存在し、「持続可能な開発目標（SDGs）」も示すとおり、それらの課題の解決が世界的に目指され

ているところである。本単元は、こうした様々な社会課題について比較的自由度の高い主題が設定で

き、歴史的な見方・考え方を働かせ、現代の諸課題がどのように形成されたのかについて多面的・多角

的な考察を生徒に促すことができる。また、それらを通して生徒が日本や世界における近代化の歴史と

現代の諸課題との関わりについて理解を深めることができるようになる。 

以上のことから、これからの予測困難な時代を生きるための資質・能力を育成する上で、本単元は

とりわけ重要であると考えている。 

 

２ 研究との関わり 

研究主題は「現代的な諸課題の解決を目指し、自ら学びに向かうことのできる生徒の育成 ～パフ

ォーマンス課題の設定とＯＰＰシートの工夫を通して～」とした。「本時で学んだことを単元の課題解

決に生かす振り返りがされていない」「自己調整力に課題が見られる」といった生徒の実態から「非認

知能力の育成（「令和５年度県立学校教育指導の重点」）」が重要であることを踏まえ、生徒がより主体

的に学びに向かうことができるよう本単元を構成する。具体的には、現代的な諸課題と結び付いたパフ

ォーマンス課題を設定することで、生徒が単元の課題解決に向けて必要感をもって追究できるようにす

る。また、Google スプレッドシートによるＯＰＰ（１枚ポートフォリオ）シートを用いることで、最

初の見通しをもちながら追究・修正し、学習した内容をよりよい社会の実現に向けてどのように実行に

移せばよいか考察し、構想できるようにする。上記の２つの手立てを通して生徒の学びに向かう力を高

め、予測困難な時代を生きるための資質・能力を身に付けさせたい。 

 

 

３ 単元の目標及び生徒の実態 

 目 標 生徒の実態 
知識及び技能 現代的な諸課題、特に男女間格差の問題

（「ジェンダー問題」）の形成に関わる近
代化の歴史を理解する。 

・ジェンダー問題に端を発する具体的
な社会課題について、いくつかは知っ
ているが、その本質に関わる近代化の
歴史については理解していない。 
 

思考力、判断
力、表現力等 

事象の背景や原因、結果や影響などに着
目して、アジア諸国とその他の国や地域
の動向を比較したり、相互に関連付けた
りするなどして、ジェンダー問題につい
て平等・格差の観点から多面的・多角的
に考察し、表現する。 

・ジェンダー問題については昨年度の
総合的な探究の時間において考察した
ことがあるが、歴史的な見方・考え方
を働かせて十分に考察できていない。 

学びに向かう
力、人間性等 

ジェンダー問題とその形成に関わる近代
化の歴史について、よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究、解決しよ
うとする態度を養う。 

・ジェンダー問題の形成に近代化の歴
史が関わっていることを具体的な歴史
的事象を基に認識しておらず、課題を
主体的に追究、解決しようとする必要
感に欠ける。 

 

 

 



４ 評価規準 

知識・技能 現代的な諸課題、特に男女間格差の問題（「ジェンダー問題」）の形成に関わる近
代化の歴史を理解している。 
 

思考・判断・表
現 

事象の背景や原因、結果や影響などに着目して、アジア諸国とその他の国や地域
の動向を比較したり、相互に関連付けたりするなどして、ジェンダー問題につい
て平等・格差の観点から多面的・多角的に考察し、表現している。 

主体的に学習に 
取り組む態度 

ジェンダー問題とその形成に関わる近代化の歴史について、よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究、解決しようとしている。 
 

 

５ 指導及び評価、ICT 活用の計画（全５時間：本時第５時） 

過 

程 

時 

間 

■ねらい  

□学習活動 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

知 思 態 ◆評価項目＜方法（観点）＞ 

○指導に生かす評価 

●評定に用いる評価 

つ

か

む 

１ ■単元の課題解決に必要感をもつととも

に、課題の解決に向けて生徒が見通しを

もてるようにする。 

□単元の課題に対する現段階での自分な

りの回答と課題解決のための見通し（調

べておくべきこと・理解しておくべきこ

と等）をまとめる。 

 

 

 

 

  ○ ◆単元の学習課題の解決に必要感

をもち、現段階での自分なりの

回答と課題解決に向けた見通し

をもつことで、課題を主体的に

追究しようとしている。 

＜ＯＰＰシート（主）＞ 

追

究

す

る 

２ 

３ 

■ジェンダー問題に関わる歴史資料を分

析することを通して、近代化の中で19世

紀末の一般的なジェンダー観がどのよ

うなものであったのか、そのような価値

観がどのように形成されたのか、どのよ

うに解決が図られていったのか等につ

いて考察できるようにする。 

□イギリスの中流家庭における性別役割

を示す歴史資料（当時の文献や絵画な

ど）、ジェンダー平等に向けた人々の努

力を示す資料（「女性の権利宣言」など）

を読み取り、歴史的な見方・考え方を働

かせて考察する（★）。 

● ○  ◆現代的な諸課題、特にジェンダ

ー問題の形成に関わる近代化の

歴史を理解している。 

＜ワークシート（知）＞ 

◆男女間格差の歴史的背景や、解

決に向けた人々の努力について

歴史的な見方・考え方を働かせ、

多面的・多角的に考察し表現し

ている。 

＜ＯＰＰシート（思）＞ 

４ ■欧米諸国と日本のジェンダー問題に関

わる歴史資料を比較することを通して、

ジェンダー平等に向けてどのような類

似点や相違点があったのか理解する。 

□前時までの資料と日本における女性の

権利向上に関わる歴史資料（津田梅子の

言葉、雑誌「青鞜」など）を、歴史的な

見方・考え方を働かせて考察する。 

 ○  ◆日本におけるジェンダー平等に

向けた近代の取組について歴史

的な見方・考え方を働かせ、多面

的・多角的に考察し表現してい

る。 

＜ワークシート（思）＞ 

［単元・題材の学習課題・問い等］ 

19 世紀イギリスの男性資本家から受け取った手紙に回答せよ！ 



ま

と

め

る 

５ 

 

本

時 

■ジェンダー問題に関わる前時までの考

察を踏まえ、単元の課題に対する自分なり

の回答を表現できるようにするとともに、

学習した歴史的事象が自分自身にもつ意

味を考え表現できるようにする。 

□前時までの考察を踏まえ、単元の課題に

対する自分なりの回答を表現して他者と

交流する。また、学習した歴史的事象が自

分自身にもつ意味について考え表現する

（★）。 

 

 

 

 

 

 

 ● ● ◆ジェンダー問題について歴史的

な見方・考え方を働かせ、平等・

格差の観点から多面的・多角的

に考察し、表現している。 

＜ＯＰＰシート(思)＞ 

 

◆ジェンダー問題とその形成に関

わる近代化の歴史について、よ

りよい社会の実現を視野に課題

を主体的に追究、解決しようと

している。    

＜ＯＰＰシート(主)＞ 

 

 

Ⅱ 第５時の学習 

１ ねらい ジェンダー問題に関わる前時までの考察をふまえ、単元の課題に対する自分なりの回答を

表現できるようにするとともに、学習した歴史的事象が自分自身にもつ意味を考え表現で 

きるようにする。 

２ 展 開 

主な学習活動 

予想される生徒の反応〔Ｓ〕 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

   ◆評価項目（観点） 

１ 本時のめあてをつかむ。   （導入３分） 

Ｓ：今日は単元の課題に対する回答を修正し、完

成させるのだな。 

 

 

 

 

○生徒が前時までの自分の考察を振り返ること

ができるように、ＯＰＰシートを確認させ

る。 

 

２ 前時に作成した回答について、これまでの考

察や評価基準をふまえた班形式の意見交換を通

して自分の回答を修正する（★）。 

（展開①25 分） 

 

Ｓ：男性資本家に納得してもらうために、当時の

価値観にも理解を示しつつ、その問題点を指摘

しないといけないな。 

Ｓ：19世紀当時にも女性の権利向上を求める活動

はあった。すべての人が男性のような価値観で

はなかったのだから、そうした内容を手紙に入

○生徒が回答をまとめやすくなるように、手紙

の内容と評価基準の確認を行う。 

○生徒が資本家の立場になって回答を考えられ

るように、簡単な役割演技を取り入れたり、

必要な教師側からの発問（男性が説明して欲

しいことは何か、何を説明すればよいか、な

ど）を行ったりする。 

○生徒が他者の作った回答を一般化して自己の

回答に反映できるよう、作成に際して工夫し

た点・男性に回答する上で自分が重要だと思

った点についても交流させるようにする。ま

＜課題＞ 

男女平等を目指す現代人として男性資本家への回

答を完成させよう。 

［本時のめあて・課題・見通し等］ 

男女平等を目指す現代人として男性資本家への回答を完成させよう。 



 

れて理解を求めてはどうか。 

Ｓ：19世紀以前から、すでに人権宣言など自由や

平等に関する権利は叫ばれていた。こうした権

利意識を女性に当てはめることで、説得力のあ

る返答になるのではないかな。 

 

た、必要に応じて意図的に生徒の回答例を取

り上げてクラス全体で検討する。 

○回答作成が難しい生徒が書き進められるよ

う、個別の支援の中で学習した歴史的事象を

確認する。 

 

３ 課題に対する回答を通して、この単元でどの

ようなことが学べたかＯＰＰシートに記入し交

流する（★）。         （展開②７分） 

Ｓ：今にも残る性別分業や男女間格差が 100 年以

上も前に、近代化によって形成されたことが分

かった。 

Ｓ：男女間の格差の問題に対して、人権宣言のこ

ろから人々が取り組み続けてきたことが分かっ

た。 

Ｓ：ジェンダー問題について、近代化の歴史の中

でいろいろな立場から考えられた。 

○生徒がこの単元で学んだことを今の自分や社

会に生かせる知識及び技能、思考力・判断

力・表現力にできるように、課題への回答か

ら自分自身が得られたことについて振り返ら

せるようにする。 

４ この単元で学んだことを活かして、自分は今

後どのように平等・格差の問題に関わっていき

たいか考え、記述する（★）。 （展開③10 分） 

Ｓ：性別分業のような価値観は近代から現代まで

社会に深く根付いていたのだから、まだまだ気

付かれていない課題があるかもしれない。そう

した社会課題に少しずつ気付いていきたい。 

Ｓ：人の権利が認められる社会を目指していると

いう点では、近代も現代も変わらないと思っ

た。だから、近代から続いてきた人々の努力を

途切れさせず、自分もその一助になりたい。 

Ｓ：ジェンダー問題でもそれ以外でも、不平等な

状況に気付いたとき、「女性の権利宣言」を唱え

たグージュのように、少数であっても正しいと

思うことを主張しないといけない、声を上げて

いかなければならないと思った。 

 

 

 

◎生徒が格差の問題について自分事として考え

られるように、「自分や自分の周囲に 19 世紀

の男性資本家と同じような意識はまったくな

いと言えるだろうか。もしあるとすれば、そ

れはどのようなことだろうか。」、「現代の格

差は、男女間の格差だけなのだろうか。」と

問いかけたり、それに関連した資料を提示し

たりする。 

５ この単元の学習でさらに追究してみたいこ

と・疑問に思ったことなどをＯＰＰシートに記

入し、教師の話を聞く（★）。   （終末５

分） 

○Ｄ項目（４）の探究活動において生徒が自ら

主題を設定して探究ができるよう、さらに追

究してみたいことを問いの形式で書き留めさ

せておく。 

○教師の話では、格差の問題について生徒が視

野を広げられるように、現代に残る格差は男

女間格差だけではないことを伝える。 

 

◆評価項目 

ジェンダー問題について歴史的な見方・考

え方を働かせ、平等・格差の観点から多面的・

多角的に考察し、表現している。 

＜ＯＰＰシート(思)＞ 

ジェンダー問題とその形成に関わる近代化

の歴史について、よりよい社会の実現を視野

に課題を主体的に追究、解決しようとしてい

る。        ＜ＯＰＰシート(主)＞ 



３ 板書計画 

 

 

 

・工夫したところ 

 

 

 

・どのように自分自身に生かしていく？ 

 

 

 

 

Ⅲ 備 考 

１ 単元のパフォーマンス課題の詳細 

（１）課題内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題における「主体的に学習に取り組む態度」の評価基準 

Ａ 追究した多様な歴史的経緯をふまえ、男女平等を目指す世の中に生きる現代人として

過去への敬意をもって男性資本家に回答している。また、それらを通して平等・格差

の問題を自分事として捉え、具体的な行動につなげようとしている。 

Ｂ 追究した歴史的経緯をふまえ、男女平等を目指す世の中に生きる現代人として丁寧に

男性資本家に回答している。また、それらを通して平等・格差の問題を自分事として

捉えようとしている。 

Ｃ Ｂ基準を満たしていない。 

 

 

 

スクリーン 
 

※授業資料スライドの提示（別紙） 
※ＯＰＰシートの共有部分の表示 

男女平等を目指す現代人として男性資本家へ
の回答を完成させよう。 



（３）パフォーマンス課題の回答例 

Ａ評価の回答例 

・あなたもご存じのように、19世紀当時のヨーロッパでは、理想の女性は「家庭の天使」と呼ばれ、

家庭で献身的に夫を支えるのが妻の理想像とされました。しかし現代では、その社会常識ではすべ

ての女性が幸福であるとは言えないと考えています。 

19 世紀の近代化（工業化）によって都市化が進むと、あなたの時代のように、男性は外で仕事をす

るようになり、中流家庭の女性は社会と切り離され家庭を守ることが重要（＝性別役割分業）とさ

れるようになりました。しかし実は、フランス革命のころから、グージュをはじめ、たくさんの女

性たちが自由や財産権などの男性と同じ権利を求めて活動していました。あなたの時代である 19世

紀でも、それらの活動家は少数ながらいたはずです。19世紀末以降、そうした活動のおかげで、

徐々に女性の財産権や参政権などが保障されるようになりました。我々も、これに見習わなくては

なりません。 

女性リーダーの不足など、今の時代も課題は山積みです。しかし、このように 19世紀末から 20世

紀にかけて、女性の権利は世界中で少しずつ認められてきたのです。自分の生き方を自分で決める

ことは幸福な人生に欠かせないものです。あなたの時代でも、ナポレオン法典のように、「人」が自

由に生きる権利・財産を所有する権利が認められてきたことは素晴らしいと思います。だからこ

そ、「人」には、男性も女性も平等に含まれなくてはならないのではないでしょうか。家庭で夫を支

えたい女性もいれば、自由に社会で働きたい女性もいます。現代は、あなたの時代の人権の考え方

を引き継ぎ、発展させ、すべての男性と女性が幸福であるための男女平等を目指しているのです。 

 

 ※下線部…過去に敬意をもち、よりよい社会の実現を目指そうとする姿。 

 

Ｂ評価の回答例 

・あなたのいた時代と今の時代では価値観が違うのです。あなたの時代の理想の女性像は「家庭の天使」、

今は、その理想像が多様化しています。このように女性が働く世界になったのは、フランス革命のこ

ろから女性やそれを応援する人々が女性の権利を求めて活動してきたからです。今では女性だって働

いているし、家庭を持たない人だっています。むしろ、もっと女性が活躍できるようになったほうが

いいのかなと思います。 

男は男、女は女の役割をしたほうが昔は幸せだったかもしれないけど、女の人だって働きたい人だっ

ているし男の人だって家事育児をしたいっていう人がいるから、男女を気にせず働いたほうが幸せだ

と思います。 

 

・男は仕事・女は家事、という考えがあることを完全に否定はしないが、「その方が幸せであったはず」

という考え方は少し違うのではないかと思います。19 世紀にも自由な生き方がしたい女性・財産をも

ちたい女性がいたし、実際、それらを求めて女性運動が繰り広げられていました。男性で家事をした

かった人もいたかもしれない。 

 19 世紀のような女性を「家庭の天使」とする固定的な価値観だと、すべての人が幸せにはならないの

ではないかと思います。 
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